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1．まえ がき

　法隆寺は607年に 創建 され 、 670年 に炎上

し、 708年に 再建 され た とされ て い るが 、

い ずれに して も、 今か ら13GO6P前の 飛鳥時

代の建物で 、 こ れは我が 国に現存す る最古

の 寺院建築物で あ り、 また世界最古の 木造

建築物で もある 。

’
93年 に は 「世界文化 遺

産」 に も指定 され た 。

　　　こ の 建物の 堂塔伽藍に は赤色の 塗 り

→ 丹塗 りが施されて い るの で ある 。

2，
’

塗　 にぬ 　 とは

　丹塗 りとは、天然に産する赤い 土 、 すな

わち粗製の 弁柄 e 鉛丹 ・朱な どの 土性顔料 を

ニ カ ワ水 （
一両 目溶き ）で 練 っ て 作 っ た

一
種

の 水性塗料 を用い た赤塗 り仕 上 げの こ とで 、

こ れ は我が 国最古の 建築塗装仕上 げで ある。

　この 丹塗 りの 技法は、仏 教の 伝来→ 仏工 ・

寺工 の 渡来（577年こ ろ ）に よ っ て もた ら さ

れた 中国〜 百済 （くだ ら）の 様式 を模 した

もの で 、建物の 荘厳（し ょ うごん ）化 と保護

を 目的 とした もの で ある 。

　 こ の 丹塗 り仕上 げは 、 い くた性能の 優れ

た近 代塗料の 発達 して い る現代で も古文化

財の 仕上 げや保全に は、依然 と して 使用 さ

れ 、 その 伝統が生 き続 けて い る。

　　
・一

昭和51年（正976）に再建 された 、 奈良

薬師寺の 金堂 、昭和55年（1980）に復興 した

同寺の 西塔 も、 こ の 丹塗 りで 、 色鮮やかに

仕上 げ られた 。

　　色は ≒ 10R4／6

m p
　1300年前に塗 られた で あろ う法隆寺の 建

物の 外観は 、 永年の 風雨で ほ とん ど色を と

どめて い ないが 、 よ く見る と軒下 、 隅々 な

どに丹色（に い ろ ）が殘 っ て お り、建物の 内

部は明 らかに赤が殘 っ て い る。

…… どんな所に 、 どんな色が殘 っ て い るか

をカ メラにお さめ、
一 人で も多 くの 人 々 に 、

こ の 日本最古 の塗装の 跡 ・ 色を知 らせ たい

とい う思い で 法隆寺通 い を した （1993年3月
〜 5月 、 6回 ）Q

−1．− 21ill．lll！eEl｛lt
　法隆寺の 参拝コ ー

ス に従 っ て 、 丹塗 りの

あ りか を追跡 して み よ う（カラ
ー

ス ラ イ ド

で お見せ する）。

．1⊃廡1六門（室町聖期、14鐙年再建 ）．

　　寺院の案内書に は 「丹塗 りせ る優麗な

　る 構 え な り」 と記 して あ る が 、 門を

　す 一
っ と通 っ ただ けで は 、 色は全 く見え

　て こ ない 。 行 きつ 、戻 りつ して 、 じっ く

　りと軒裏を見上 げると 、 隅の部分や斗棋

　（とき ょ う）の 部分 に丹色が 殘 っ て い る

　（図一1）。

　　色 は 目視で ≒ 2．5YR6／8

2坤 門蛔 廊（飛烏時代建立 ）

　　こ こ もちょ っ と見ただ けで は 、 丹色は
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見えて こ な い 。 じっ くり目をこ らす と、

斗棋部や格天井縁に 丹色の 跡が認 め られ

る 。 　 ．．．．
さ らに 日を変 え 目を こ らして

い る と 、 中門 e 中央部 の 桁柱 （けた ば し

ら）の 下面 に 、
べ っ た り、 明 りよ うに丹

色 の 跡 が見つ か っ た （図
一2）。

……
こ れは

まさしく、1300年前の 色 と思われ る。

　 色 は 目視で ≒ 10R5／12

3）五重塔9金堂（飛鳥時代建立）

　 どち らも、 外部に は色が殘 っ て い ない

が 、 塔 ・ 堂の 内部の 扉 ・ 柱 e 天井桟な どに

は、明 らかな丹塗 りが殘 っ て い る 。

　 五 重塔内部 2．5YR6／8（図一3）
〔

　 金堂 内部 5R5／8

4）1大講掌 （平安時代 、 ．旦9殳年再建 ）

　　こ こ は大屋根の 軒先が深 いの で 、 外側

　に面 した列柱の 斗拱部 、 軒下垂 木部も色

　が は が れ る こ とな く、丹色が 明 らか に

　殘 っ て い る。 内部は構造物がすべ て丹色

　の 連続で ある。

　　色 は2。5YR　6／8（五重塔 内部に近 い ）

5 ）夢殿（天平持代．、．．．β騨 建立）

　　軒下の 垂木 e 斗拱 ・ 扉に 、はげかか っ た

　丹色が殘 っ て い る。 隣接の 伝法院の 北側

　連子窓に は緑青が殘 っ て い る 。

5．　　 の 　
’
　 図

一4

　 エ ン タ ン ス の あ る円柱 ・ 列柱 に近づ い て

じっ と対面す る と、永年の 風 雪に さ らされ

荒れた木肌の 表情がせ ま っ て くる 。 実に き

び し く、 りん と して い る。 よ くぞ 、 1300年

も生 き耐 えたな と、感謝 の 目で 眺 め入 っ た 。

6．あ とが き

　法隆寺で は 、 上 を向い て歩 こ う。 1300年

前の 丹色が 見えて くる。

　　　　　　　　　　　　　 （
’
94− 1−30）

［＝ ：：＝ ：ニー ］ 51

遡

図
一1 南大門軒下 ・斗梹（白くまだ らの 部分）

図
一2 中門桁柱下面伯 くまだ らの 部分）

図
一3 五 重塔内部　扉・天井格子縁

図
一4

円柱1300年

の表情
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